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１．研究計画の概要 
(1) 成虫原基における pri遺伝子の生理機能 
	
 pri 遺伝子は変態期の成虫原基に強く発現
しており、成虫原基における pri の機能欠失
は、剛毛や微小毛などの細胞突起の欠損を引
き起こすことが明らかになっている。成虫原
基における pri 遺伝子産物の作用点を明らか
にする。 
 
(2) 細胞内における PRIペプチドの挙動 
	
 PRIペプチドに対する抗体を作製し、ある
いは PRI ペプチドを各種分子タグとの融合
ペプチドとして発現するトランスジーン系
統を用いることにより、胚発生後期あるいは
成虫原基細胞における PRI ペプチドの細胞
内における挙動を解析する。 
 
(3) PRIペプチドと相互作用する因子の同定 
	
 PRIペプチドに対する抗体を用いた免疫沈
降法により、あるいは上述したタグ融合遺伝
子を用いたアフィニティークロマトグラフ
ィーにより PRI 結合タンパク質を部分精製
し、マススペクトログラフィーによりその同
定を行う。また、PRI結合タンパク質をコー
ドする遺伝子について突然変異系統を作製
し、その表現型の解析を行うことにより、上
皮細胞の形態形成における PRI ペプチドの
分子機能を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 成虫原基における pri遺伝子の生理機能 
	
 pri 変異体の形態学な表現型解析は終了し、
剛毛の欠損以外に、体表クチクラの黒変およ
び変態期特異的な発生の停止が見られるこ
とが明らかになった。また、pri 遺伝子の発
現が脱皮ホルモンであるエクジソンに依存

しており、pri 変異体ではエクジソン応答遺
伝子の発現が顕著に低下していることから、
エクジソン応答において pri 遺伝子が重要な
役割を果たすことが明らかとなった。 
 
(2) 細胞内における PRIペプチドの挙動 
	
 ウサギおよびラットを免疫動物としてPRI
ペプチドに対する抗体を作製し、免疫染色を
行ったが、内在性 pri 遺伝子の発現様式と一
致する染色像を示す抗体は得られなかった。
また、PRIペプチドに HAおよび FLAGを付
加したトランスジーン系統を作成し、当該タ
グに対する抗体でウエスタンブロットおよ
び免疫染色による解析を行ったが、トランス
ジーン由来と考えられる翻訳産物は検出さ
れなかった。これらの原因としては、個体内
において PRI ペプチドが不安定である可能
性が考えられ、現在培養細胞で pri 遺伝子を
高発現する安定株を作成中であり、これを用
いた解析を予定している。 
 
(3) PRIペプチドと相互作用する因子の同定 
	
 抗体および分子タグを用いた解析が不調
であったため、pri 遺伝子と遺伝学的に相互
作用する因子の解析を行った。培養細胞を用
いた実験により、転写因子である SVB の転
写活性化能が、pri 遺伝子の活性に依存して
変化することを明らかにした。また、SVBは
PRIペプチド存在下で限定分解を受け、転写
抑制因子から転写活性化因子に変換される
ことを明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
	
 ②おおむね順調に進捗している。 
	
 いくつかの点においては期待される結果
が得られなかったが、計画を修正することに
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より当初の目的は果たしつつある。 
 
４．今後の研究の推進方策	
 
遺伝学的な解析の順調な進展に比して、生化
学的な解析が不足しており、今後の研究計画
もそれを補うようシフトする予定である。	
 
	
 
５.	
 代表的な研究成果	
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）	
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